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１．研究計画の概要 
 本研究では、イネのゲノム解析完了に伴っ
て新規に見いだされたサイトゾル型グルタ
ミン合成酵素（GS1;3）とグルタミン酸合成
酵素（NADH-GOGAT2）の機能解明と、窒
素利用効率向上に関わる統合的な分子基盤
を構築することを目的としている。主に、遺
伝子破壊変異体の活用と、窒素利用効率の制
御に関わる新規遺伝子の探索と機能を明ら
かにする計画である。 
 
２．研究の進捗状況 
 研究は順調に進んでおり、GS1;3 や
NADG-GOGAT2 の み な ら ず GS1;2 や
NADH-GOGAT1 の遺伝子破壊変異体を獲得
し、解析を進めている。GS1;3 は種子特異的
な発現を示すが、この遺伝子を欠損した変異
体は、登熟までは野生型の成育状況とほとん
ど変わらず、種子の登熟過程では大きな役割
を持っていないことも推定される。得られた
種子を用いて、今後、発芽過程での貯蔵タン
パク質などの減少や発芽速度などを詳細に
解析し、機能を推定する予定である。
NADH-GOGAT2 の遺伝子を欠損した変異体
は、圃場で登熟期まで育成すると、特に穂重
の減少が顕著であることが判明した。表現型
の詳細な解析や、相補試験を今後行い、機能
の証明をしていく予定である。他の、GS1;2
やNADH-GOGAT1の遺伝子を欠損した変異

徵体も、それぞれ特 のある表現型を示した。
GS1;2 は主に根で発現するが、この遺伝子を
欠損した変異体は、窒素欠乏類似の表現型を
示し、特に分げつ数の抑制が顕著であった。

NADH-GOGAT1 遺伝子欠損変異体は、穂数
と穂重の減少が顕著であった。このように、
それぞれのイソ酵素は、イネの窒素利用過程
において、それぞれ異なる機能を持っている
事実を今後証明できる予備的結果が揃った。
また、順遺伝学的手法により、アンモニウム
に応答して根の伸長・バイオマス・窒素吸収
を制御する原因遺伝子も第６染色体長腕か
ら染色体置換系統を用いて、最終的に単離で
き、Zn フィンガー型転写活性化因子をコー
ドする遺伝子であることがわかった。転写活
性化因子であることは、酵母の系を用いて証
明できた。現在、その機能解明を更にすすめ
ている。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由）：関連する遺伝子破壊変異体全てを
獲得できたことと、窒素利用効率の向上に関
わる原因遺伝子を単離できたことによる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 関連する遺伝子発現や表現型を詳細に調
査するとともに、機能相補実験を行って各遺
伝子機能を明らかにする。また、システム生
物学的な解析を推進し、特に炭素代謝やエネ
ルギー代謝と窒素代謝のバランスの重要性
を評価する。窒素利用効率の向上に関わる遺
伝子に関しては、特に低窒素環境における生
産性に着目して解析を進める。 
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